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我々検討グループは、

を提案します。
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・島根県の広報の現状と課題
・SNSの台頭

・島根県facebookページ
・運営体制
・運営上の課題

・SNSの検討（特徴）

・島根県が求めるSNSとは
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島根県の広報の現状と課題
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60.8%

44.2%

27.8%

30.9%

7.0%

22.5%

4.4%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４０代以上

３０代以下

問：あなたは島根県の広報活動について満足していますか。

満足している 満足していない 見たことがないのでわからない 無回答

出典：島根県政世論調査（H23）
「満足している」は、「満足している」「どちらかといえば満足している」の計
「満足していない」は、「満足していない」「どちらかといえば満足していない」の計

○若年層では広報活動の満足度が５割を切り、

「県の広報を見たことがない」との回答は２割強に上る。

島根県の広報の現状と課題
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

県のホームページや

メールマガジン

新聞広告「県民だより」

「考える県政（県政広告）」

県内全戸配布

広報誌「フォトしまね」

県政テレビ番組

ラジオ番組

新聞の報道記事や

テレビ・ラジオのニュースなど

問：あなたは、県が行っている施策や事業、お知らせなどの情報を

どこから得ていますか。（複数回答可）

20～39歳

40歳以上

出典：島根県政世論調査（H23）

間
接
広
報

直
接
広
報

島根県の広報の現状と課題

○若年層に対する直接広報の効果が薄い。

○ホームページは積極的には閲覧されていない。
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ＳＮＳの台頭
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○新たな情報入手手段として、ＳＮＳ（ソーシャル・ネット
ワーキング・サービス）が若者を中心に普及。

出典：総務省「ICTインフラの進展が国民のライフスタイルや社会環境
等に及ぼした影響と相互関係に関する調査」（H23）
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SNSの台頭
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若年層 中年層 高齢層

ＳＮＳの利用経験

出典：総務省「ソーシャルメディアの利用実態に関する調査研究」（H22）
“これまでに利用したことのあるソーシャルメディアは”の問いに対する回答から
SNSの回答を抽出。
若年層：30代以下、中年層：40～50代、高齢層：60代以上
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○各地の自治体でも、ＳＮＳを情報発信に活用する
動きが活発化している。

各都道府県のfacebook活用状況

※検討チームの調査により確認できたもの。

SNSの台頭

県を代表した
ページを作成

2府20県

各所属が
ページを作成

1都13県

確認できず 1道10県



facebookページ開始３か月半で
約１, ０００万件の閲覧
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○ＳＮＳを活用した情報発信に効果を上げる自治体
も出ている。

佐賀県武雄市の場合・・・

旧ホームページ：３か月で約１５万件の閲覧

SNSの台頭

※平成23年8月1日から

ホームページをfacebookに移行
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○若年層の満足度が低い

○若年層があまり県の広報を

見ていない

○特に直接広報の効果が薄い

○ホームページがあまり閲覧

されていない

○新たな直接広報手段

○若年層の多くが利用

○ホームページよりも閲覧数を

増やす可能性

○多くの自治体で活用

島根県でもＳＮＳを活用した情報発信に
本格的に取り組むべき。

県の広報の課題 ＳＮＳによる情報発信

以上のことをまとめると・・・
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・島根県の広報の現状と課題
・SNSの台頭

・島根県facebookページ
・運営体制
・運営上の課題

・SNSの検討（特徴）

・島根県が求めるSNSとは



ＳＮＳの検討
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ＳＮＳの特徴①
情報が「飛び込んでくる」
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例えばホームページでの情報発信では・・・

○ホームページを訪ねて情報を「取りに行く」必要がある。

○インターネットで検索・・・キーワードを知らないと検索できない。

ＳＮＳの特徴① 情報が「飛び込んでくる」

情報を「取りに行く」

イベントやります。

15

イベントの名前って
何だっけ？

情報



ＳＮＳでは・・・

ＳＮＳでは情報が「飛び込んでくる」

情報が
自動的に
配信

イベントやります。
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ＳＮＳの特徴① 情報が「飛び込んでくる」

情報情報情報情報



（島根県道路維持課公式twitterから抜粋）
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ＳＮＳの特徴① 情報が「飛び込んでくる」

リアルタイムの情報リアルタイムの情報

情報が
自動的に
配信



ＳＮＳの特徴②
双方向
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イベントやります。

情報

ＳＮＳの情報発信では・・・

ＳＮＳの特徴② 双方向

コメント

情報

ＳＮＳでは双方向でやり取りができる。

面白そう！！



（島根県観光振興課公式facebookページ
（H24.9.7更新）から抜粋）

○情報を発信すると、受け手から直接反応が返ってくる。
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ＳＮＳの特徴② 双方向

ただし、手軽に投稿・交流できる
ため「炎上」も起こりうる

コメントが寄せられる。

検討
課題



ＳＮＳの特徴③

情報が「拡散する」
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例えばホームページでの情報発信では・・・

閲覧した人だけが情報を得ることができる。

情報を取りに行く
イベントやります。
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ＳＮＳの特徴③ 情報が「拡散する」

情報



共感

「友達」

共感

「友達」

○飛び込んできた情報を簡単に友達へ拡散できる。

イベントやります。

ＳＮＳでは・・・

23

拡散 拡散

ＳＮＳの特徴③ 情報が「拡散する」

情報情報情報情報情報 情報情報情報

ただし「誤った情報」も拡散する。



共感

情報

情報

情報

情報

ＳＮＳにおける情報の拡散→「共感」の重要性

関心ない。

情報

イベント
やります。

「共感」を得られれば情報が拡散する。 共感されなければ情報は拡散しない。
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拡散

「友達」 「友達」

ＳＮＳの特徴③ 情報が「拡散する」

拡散



○ホームページと同じ情報では拡散しない。

ホームページの
リンクを転記

「いいね！」20人

「いいね！」9人
ＵＲＬのみで
写真がない
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ＳＮＳの特徴③ 情報が「拡散する」

（島根県facebookページ
（H24.11.17更新）から抜粋）



○ユーザーが「共感」する情報を発信することが重要

（日本航空公式facebookページ（H24.6.6更新）から抜粋）

「いいね！」3700人超
「シェア」80件
コメント 72件

トップ（知事）
が登場

匿名ではなく
投稿者の顔と
名前を掲載

ゆるキャラの活用

投稿者の思い・
行動を盛り込む

詳細情報は
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに
誘導
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「拡散」により
多くのユーザー
が閲覧共感

ＳＮＳの特徴③ 情報が「拡散する」
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・島根県の広報の現状と課題
・SNSの台頭

・島根県facebookページ
・運営体制
・運営上の課題

・SNSの検討（特徴）

・島根県が求めるSNSとは



島根県が求めるＳＮＳ
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ＳＮＳの特徴を加味して、情報発信の
内容や手法を思慮する必要がある。
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島根県が求めるＳＮＳ



島根県ではどのＳＮＳを採用すべきか。

mixi twitter facebook

特徴
日本最大のＳＮＳ
コミュニティが充実

短文投稿（140字） 文章＋写真の投稿、
世界的に拡大中

ユーザー数 ○ ○ ○

拡散性 △ ○ ○

実名性 × × ○

（行政上の）
メリット

日本人が使いやすい 即時性
実名登録により
炎上しにくい

デメリット
限定されたコミュニティ、
ユーザー数が停滞

情報量が制限、
匿名性、荒れやすい

プライバシーの管理
に気をつかう

県の情報を効果的・効率的に発信するためには、
facebookを採用することが適当。
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島根県が求めるＳＮＳ
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・島根県の広報の現状と課題
・SNSの台頭

・島根県facebookページ
・運営体制
・運営上の課題

・SNSの検討（特徴）

・島根県が求めるSNSとは
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島根県facebookページ



島根県facebookページ

就業・雇用 定住 子育て・医療

観光 イベント 防災

新人県職員
の意気込み 県内企業の

社長ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

ジョブカフェ働く人の声

Ｕターン者
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

定住支援
メニュー

田舎暮らし
のコツ

子育て
奮闘記

支援団体
ｻｰｸﾙ紹介

イクメンの
素顔

県外の方の
島根訪問記

おすすめ
デートスポット
投票

出雲vs石見
Vs隠岐

笑顔が素敵な
店員さん紹介

熱烈応援
ｽｻﾉｵﾏｼﾞｯｸ

街コン情報 参加者の声

パトロール員
の声

交通規制
情報

備えあれば
憂いなし

島根県総合発展計画
～「活力あるしまね」「安心して暮らせるしまね」「心豊かなしまね」～



島根県facebookページ

○ＳＮＳにおいて取り入れる手法

○共感を得やすい表現

・堅くない、身近に感じられる文章 →  親しみ
・タイムリーな情報をタイムリーに発信 →  興味
・顔写真や名前を見せる →  信頼

○一方的な情報発信ではなく、受け手との相互交流

・迅速・適切・親しみある返信 →  つながり
・ユーザーが気軽に参加できる仕掛け →  一体感

34
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島根県facebookページ

島根県facebookページのコンセプト

若者が身近に感じられて
共感を得られる情報

・共感を得やすい表現
・ユーザーとの相互交流

取り入れる内容 取り入れる手法
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島根県facebookページ

島根県しまねと縁を結ぶ人 共感
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島根県facebookページ

人の顔が見える
＆観光地の紹介も

一人称で
思いを伝える

名前を紹介、
親近感

県の関連施策を
紹介

一目で関心を
呼ぶ写真

投稿例①
観光情報
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島根県facebookページ

職員の名前を紹介

詳細情報は
ホームページへ誘導

名前＋人の顔
親近感と情報の信頼度

アップ

投稿例②
防災情報

（県の施策情報発信）

職員の思い・心
情を伝える

固くない
平易な言葉で
語りかける



運営体制
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運営体制

△△課
facebookﾍﾟｰｼﾞ
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島根県では「オール県庁」「所属単位」どちらを選択すべきか

××課
facebookﾍﾟｰｼﾞ

○○課
facebookﾍﾟｰｼﾞ””課

facebookﾍﾟｰｼﾞ

◇◇課
facebookﾍﾟｰｼﾞ

情報発信

島根県
facebookﾍﾟｰｼﾞ

メリット デメリット 採用例

オール県庁の
ページを作成する

・様々な情報が手に入る
・検索されやすい

・発信情報の取捨
選択が必要

福島県、埼玉県、鳥取県、
広島県、熊本県など

所属ごとにページ
を作成する

・きめ細やかな情報発信
が可能
・機動的にコメント
対応が可能

・情報が一定の範囲に限
られる

・拡散の範囲が狭くなる
ケースもある

三重県、山口県、長崎県、
島根県（現在）など

facebookの大きな特徴である「拡散性」とコンセプトを最大限発揮させるため、
『オール県庁のページ』を提案する。

情報発信
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○「オール県庁方式」を採用した場合

広報のノウハウを蓄積している

「広聴広報課」が運営担当課として最適

○県政全般から毎日情報を収集する労力。
○ユーザーからのコメント等に迅速・適切な対応。
○facebookの突然の仕様変更に対応が必要。

運営体制

・県庁全体から情報を収集・厳選
・コンセプトに則った内容で投稿
・コメントに責任をもって迅速に対応

一元的な運営担当課が求められる

検討
課題



運営体制

○○課

△△課

××課
facebookﾍﾟｰｼﾞ

○広く情報を収集できる職員の配置
○迅速なコメント対応（決裁のいらない体制）
○ＩＴスキル保有者

広聴広報課

防災関係各課

情報

情報 情報

リンクをシェア（≒転載）
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※運営体制のイメージ

情報

県庁facebook部（仮）

情報発信

◇◇課

情報
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運営上の課題



課題① 災害時の対応

○島根県facebookページで構築した県とユーザーのつながり
は緊急情報の発信に活用できる。
しかし、緊急時の情報発信の仕組み、体制については検討
が必要である。

（武雄市役所公式facebookページ（H24.7.13更新）から抜粋）

・避難所の開設を案内
・災害情報の通報を呼びかけ

・通行止めの情報を地図で提供
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運営上の課題

SNSで防災情報を発信する自治体例



課題② インターネットを見ることができる環境に
ない方への配慮は？
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島根県facebookページで反響の大きかった投稿の
一部を紙媒体（フォトしまねなど）に再稿する。

運営上の課題

武雄市では、facebookページで紹介した
記事やコンテンツを既存の紙媒体に流用して、

再稿をおこなっている。

Ex.
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SNSの活用スキルや情報リテラシーの向上に努め、
島根県facebookページに掲載されている情報や反響の確認、

発信すべき情報の提供など、職員一人一人が
「SNSを活用した行政」に取り組んでほしいと思います。

運営上の課題

facebookにおける反響は、原則として実名を明かした上で寄せられる。
よって、建設的な意見・反響も多い。

私たち職員はこれらに真摯に目を向け、
それぞれの仕事に反映させる姿勢を持つべき。

課題③ 職員としての姿勢
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・行政の広報としての敷居が下がり、県からの情報が若者に伝わりやすくなる
・参加型の企画などにより行政との距離を近づける
・双方向のコミュニケーションをとることができる
・これまで知り得なかった様々な分野や地域の人同士がつながる
・災害情報などの情報発信に活用することができる

島根県
facebookページ

県民
など

つながり

活力あるしまね、安心して暮らせるしまね、心豊かなしまね

活性化

○期待される効果

県民
など

県民
など
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ご静聴ありがとうございました。


